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「平成 26（2014）年 3 月 14 日の伊予灘の地震にお

ける緊急地震速報に関するアンケート調査」（報告） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 4 月 24 日 

福岡管区気象台 
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１．地震の概要と緊急地震速報の発表状況 

平成 26 年 3 月 14 日 02 時 06 分、伊予灘を震源とする地震（M6.2、深さ 78

ｋｍ）が発生し、愛媛県西予市で震度５強を観測したほか、九州地方から関

東地方の広い範囲で震度５弱～１を観測しました（図１）。気象庁はこの地震

の際、地震検知から 7.7 秒後の 02 時 07 分 10.6 秒に、九州地方、中国地方お

よび四国地方の 10 県に緊急地震速報（警報）を発表しました（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：震度分布図

図２：緊急地震速報の発表地域と緊急地震速報の 

発表から強い揺れが到達するまでの時間（秒） 
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２．調査の概要 

（１）調査目的 

今回の緊急地震速報は、九州・山口県において震度 1 以上を観測した地震

では初めての発表でした（鹿児島県の島嶼部を除く）。福岡管区気象台では、

今後の普及・啓発活動に役立てることを目的として、緊急地震速報を発表し

た地域における認知の状況と対応行動等を調査しました。 

 

（２）調査対象 

九州・山口県の緊急地震速報の発表地域（※）における自治体職員の方（各

地方自治体の防災担当者の方を窓口として、自治体の様々な部署の方へ協力

をお願いしました）。 

（※）山口県、福岡県、大分県の全地域、及び熊本県と宮崎県の一部の地域 

 

（３）調査手法 

調査票送付によるアンケート調査。 

 

（４）有効回答数 

各自治体からの回答総数は 1239 で、各県毎の回答数は以下の通りでした。 

山口県 206 

福岡県 442 

大分県 282 

熊本県 155 

宮崎県 154 

 

（５）調査期間 

平成 26 年 3 月 19 日（水）～平成 26 年 3 月 31 日（月） 

 

 

 

  



4/16 
 

３．調査結果 

（１）調査結果概要 

本調査結果の概要は以下のとおりです。 

 

○ 緊急地震速報の認知度は、89.5％でした。 

 

○ 緊急地震速報を受信した手段として、携帯電話（スマートフォンを含む）

によって受信した人が一番多く（84.6％）なっています。 

 

○ 緊急地震速報を受けたときにどう感じたかを聞いた(複数回答)ところ、「地

震が来ると思った」人が多かった(46.9％)反面、「何かわからなかった」

(19.7％)、「何をしてよいかわからなかった」(11.9％)という方も相当数お

られました。また、緊急地震速報を受けたときの対応行動(複数回答)につ

いても、「テレビやラジオで地震の情報を知ろうとした」(55.0％)、「様子

を見た」(28.1％)など、必ずしも適切な対応行動が取られていない状況が

明らかになりました。 

※緊急地震速報は地震の揺れを直前にお知らせする情報ですので、 

あわてず、まず身の安全を守りましょう。 

 

以上の結果により、緊急地震速報を受けたときや地震時の適切な対応行動に

ついての普及・啓発活動の重要性が再確認されましたので、今後も普及・啓発

活動を積極的に進め、地震による被害軽減につなげていきたいと考えています。 
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（２）単純集計の概要 

以下、各設問の概要について説明します。 

 

問１ 今回の地震の前に「緊急地震速報」を知っていたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緊急地震速報の認知度について確認しました。 

「知っていた」と認識していた人が、89.5％となっています（よく知っていた

38.1％、詳しくはないが、名前は知っていた 51.4％）。 

 

 

問２ 地震発生時（3月 14 日 02 時 06 分頃）にいた具体的な場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震発生時にいた場所を聞きました。  

地震が発生した時間帯が深夜ということもあり、97.2％の人が「自宅の中」と

回答しています。 

 

 

 

 

38.1% 51.4% 9.4%1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく知っていて、ある程度の説明もできた

詳しくないが、名前は知っていた

なんとなく聞いたことがあったが、詳しくはわからなかった

聞いたこともなかった

97.2%

1.8% 0.2% 0.2% 0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
自宅の中 自宅以外の建物の中

屋外 車・バイクなどに乗っていた

その他

単一回答：N=1239

単一回答：N=1239
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問３ 地震発生時に何をしていたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震発生時に何をしていたかを聞きました。  

深夜ということもあり、「寝ていた」が 82.6％、「目は覚ましていたが布団の

中にいた」が 11.1％となっています。多くの方が寝室にいたと思われます。 

 

 

問４ 地震発生時の「緊急地震速報」を見たり聞いたりしたか  

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の地震発生時に緊急地震速報を見たり聞いたりしたかを聞きました。  

多くの人が寝ていたにもかかわらず、81.5％の人が、緊急地震速報を見たり

聞いたりしたと回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

1.4%
0.3%
0.3%
1.2%
0.0%
0.1%
4.0%
3.8%

11.1%
82.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

その他

車・バイクを運転していた

外に出て何か活動していた（散歩、仕事など）

屋内で何か活動していた

料理していた

ラジオを聞いていた

テレビを見ていた

起きていた（特になにもしていない）

目は覚ましていたが、布団の中にいた

寝ていた

81.5% 15.0% 3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

見たり聞いたりした 見たり聞いたりしなかった

覚えていない

複数回答：N=1239

単一回答：N=1239
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問５ 今回の「緊急地震速報」にいつの段階で気がついたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急地震速報を見たり聞いたりした人に緊急地震速報にいつ気づいたかを聞

きました。（気づいたときに「緊急地震速報」とわからなくてもよいので、音

や映像に気がついたタイミングを聞いています）  

緊急地震速報に気づいた人のうち、「揺れが来る前」が34.5％、「弱い揺れ

の最中」が31.2％、「強い揺れの最中」が17.0％、「揺れが終わった後」が12.2％

となっています。  

 

 

問６ 今回の「緊急地震速報」を最初に何によって見たり聞いたりしたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急地震速報を見たり聞いたりした人に、緊急地震速報を最初に何によって

見たり聞いたりしたかを聞きました。（「緊急地震速報」とわからなくてもよ

いので、最初に見たり聞いたりしたタイミングを聞いています）  

入手した手段は、「携帯電話・スマートフォン」が最も多く 84.6％、続いて「テ

レビ」が 8.4％となっています。 

 

34.5% 31.2% 17.0% 12.2% 5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

揺れが来る前 弱い揺れの最中 強い揺れの最中

揺れが終わった後 覚えていない

0.4%
0.3%
0.4%
0.6%
0.4%
4.1%

84.6%
0.6%

8.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

わからない

その他

家族に聞いた

パソコン・タブレット

専用受信機

防災無線

携帯電話・スマートフォン

ラジオ

テレビ

単一回答：N=1010

単一回答：N=1010
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問７ 今回の「緊急地震速報」をどの時点で「緊急地震速報」とわかったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急地震速報を見たり聞いたりした人にどのタイミングで緊急地震速報だと

いうことが理解できたかを聞きました。  

緊急地震速報だということが、「音や映像ですぐにわかった」は 44.2％、「緊

急地震速報という言葉を見たり聞いたりしてわかった」は 25.8％、地震の「揺

れを感じてわかった」が 19.9％、「地震の後でわかった」は 8.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.2% 25.8% 19.9% 8.5%

0.5% 1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

音や映像ですぐにわかった

緊急地震速報という言葉を見たり聞いたりしてわかった

揺れを感じてわかった

地震の後でわかった

その他

わからなかった

単一回答：N=1010
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問８ 「緊急地震速報」に気づいた時どう感じたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急地震速報を見たり聞いたりした人に緊急地震速報に気づいたときの気持ち

について聞きました。（「緊急地震速報」とわからなくてもよいので、気がついた

ときの気持ちを聞いています）  

緊急地震速報に気づいたときの気持ちは、「地震が来ると思った」が 46.9％と最

も多く、「落ち着こうと思った」28.1％、「恐怖を感じた」26.7％、「何かしなけれ

ばならないと思った」21.8％、「何かわからなかった（なんだろうと思った）」19.7％、

「何をしてよいかわからなかった」11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.4%

11.9%

21.8%

2.7%

6.5%

3.6%

3.7%

26.7%

28.1%

2.0%

19.7%

1.7%

2.7%

46.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

何をしてよいかわからなかった

何かしなければならないと思った

不快に思った

建物が崩れるかと思った

怪我の心配をした

命の危険を感じた

恐怖を感じた

落ち着こうと思った

頭の中が真っ白になった

何かわからなかった（なんだろうと思った）

機械が壊れたと思った

何かの間違いと思った

地震が来ると思った

複数回答：N=1010
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問９ 「緊急地震速報」に気づいてから何をしたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急地震速報を見たり聞いたりした人に緊急地震速報を受けたときの行動に

ついて聞きました。（「緊急地震速報」とわからなくてもよいので、音や映像

に気がついたときの行動を聞いています）  

緊急地震速報を受けたときの行動としては、「テレビやラジオで地震の情報を

知ろうとした」が 55.0％と最も多く、「揺れに備えて身構えた」34.0％、「様子

をみた」28.1％、「家族や周りの人に地震が来ることを知らせた」12.3％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

9.7%
3.4%

7.2%
0.9%
2.7%

28.1%
0.0%
0.7%
0.7%
1.3%
3.0%

10.8%
12.3%

0.7%
0.5%
2.2%
1.0%

5.2%
3.2%

34.0%
55.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

揺れに間に合わなかったので何もしなかった

その他

何をしてよいのかわからず、何もできなかった

自分には関係ないと思い、何もしなかった

何のことかわからず、何もしなかった

様子をみた

車・バイクを止めた

家や建物の外に出た

家や建物の外に出ようとした

居た部屋から出た

戸、窓を開けた

小さい子どもや老人・病人などを保護した

家族や周りの人に地震が来ることを知らせた

火の始末をした

テーブルの下などに避難した

家具から離れた

家具を抑えた

布団をかぶった

その場で頭等を保護した

揺れに備えて身構えた

テレビやラジオで地震の情報を知ろうとした

複数回答：N=1010
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問１０ 地震で揺れている間、どのような気持ちだったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急地震速報を見たり聞いたりした人に緊急地震速報を受けた後、地震で揺

れている間の気持ちを聞きました。  

地震の最中の気持ちとしては、「落ち着こうと思った」が 51.6％と最も多く、

「恐怖を感じた」35.5％、「何かしなければならないと思った」21.2％と続いてい

ます。 
 

 

問１１ 「緊急地震速報」に気がつかなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急地震速報に気づかなかった人（問４で見たり聞いたりしなかったと回答

した人で、かつ問１で緊急地震速報をよく知っていた、詳しくないが名前は知

っていたと回答した人）に緊急地震速報に気がつかなかった理由を聞きました。 

気がつかなかった理由としては、「緊急地震速報を見聞きできるテレビ・ラジ

オ等が近くになかった」41.3％、「携帯電話が鳴らなかった」41.3％となってい

ます。 

10.8%
12.2%

21.2%
8.7%

6.1%
4.0%

35.5%
51.6%

2.7%
6.7%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

何をしてよいかわからなかった

何かしなければならないと思った

建物が崩れるかと思った

怪我の心配をした

命の危険を感じた

恐怖を感じた

落ち着こうと思った

頭の中が真っ白になった

何が起こったのかわからなかった

信じられなかった

3.8%

19.4%

41.3%

8.1%

41.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

わからない

その他

携帯電話が鳴らなかったから

携帯電話の電源を切っていたから

緊急地震速報を見聞きできる

テレビ・ラジオ等が近くになかったから

複数回答：N=160

複数回答：N=1010
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問１２ 揺れが収まるまでの間何をしたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急地震速報に気がつかなかった人（問４で覚えていないと回答した人を含

む）に、地震時の行動を聞きました。 

揺れている間の行動は「何もしなかった」が 30.6％、「身構えた」23.6％、「様

子を見た」21.4％、「テレビやラジオで地震の情報を知ろうとした」20.5％と続

いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.1%

3.5%

30.6%

21.4%

0.0%

0.9%

0.4%

0.4%

0.9%

3.9%

3.9%

0.9%

0.0%

2.6%

1.7%

6.6%

3.5%

23.6%

20.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

その他

何をしてよいのかわからず、何もできなかった

何もしなかった

様子をみた

車・バイクを止めた

家や建物の外に出た

家や建物の外に出ようとした

居た部屋から出た

戸、窓を開けた

小さい子どもや老人・病人などを保護した

家族や周りの人に地震が来ることを知らせた

火の始末をした

テーブルの下などに避難した

家具から離れた

家具を抑えた

布団をかぶった

その場で頭等を保護した

身構えた

テレビやラジオで地震の情報を知ろうとした

複数回答：N=229
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問１３ 揺れが収まるまでの間どういう気持ちだったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急地震速報に気がつかなかった人（問４で覚えていないと回答した人を含

む）について、地震で揺れている間の気持ちを聞きました。 

地震時の気持ちとしては、「落ち着こうと思った」人が 32.8％、「恐怖を感じ

た」人が 21.0％、「何が起こったのかわからなかった」人が 9.6％、「何かしなけ

ればならないと思った」人が 9.6％となっています。 
 

 

問１４ 「緊急地震速報」がどの程度役に立つと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の経験を受けての緊急地震速報の有効性について聞きました。 

緊急地震速報が役に立つと思う人が 90.4％（非常に役に立つ 36.2％、ある程

度役に立つ 54.2％）、全く役に立たないと思う人は 0.7％となっています。 

 

29.3%

6.1%

9.6%

6.6%

4.4%

2.2%

21.0%

32.8%

1.3%

9.6%

3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

その他

何をしてよいかわからなかった

何かしなければならないと思った

建物が崩れるかと思った

怪我の心配をした

命の危険を感じた

恐怖を感じた

落ち着こうと思った

頭の中が真っ白になった

何が起こったのかわからなかった

信じられなかった

36.2% 54.2% 6.9%0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常に役に立つと思う ある程度役に立つと思う

あまり役に立たないと思う まったく役に立たないと思う

複数回答：N=229

単一回答：N=1239
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問１５ 「緊急地震速報」についてどう思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の緊急地震速報の発表のあり方について聞きました。 

今後の発表については、「はずれてもよいので積極的に発表した方がよいと思

う」人が 81.4％という結果となっています。 

 

 

問１６ 防災の仕事をした経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災の仕事をした経験について聞きました。 

現在もしくは過去に防災の仕事を経験していた割合は 55.5％（「現在、防災の仕

事をしている」41.1％、「過去に経験したことがある」14.4％）でした。 

 

 

 

 

 

81.4% 10.1%

0.2% 0.1%

4.5%1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はずれてもよいので積極的に「緊急地震速報」を発表したほうがよいと思う

はずれるのは困るので、もっと慎重に「緊急地震速報」を発表してほしいと思う

「緊急地震速報」は行政・自治体・消防などの防災機関だけに発表して、一般の人 には発表しないでほしい

「緊急地震速報」は誰にも発表しないでほしいと思う

わからない

その他

41.1% 14.4% 44.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在、防災の仕事をしている 過去に経験したことがある 経験したことはない

単一回答：N=1239

単一回答：N=1239
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（３）防災の仕事をした経験の有無による特徴 

 

○認知度 

緊急地震速報の認知度について確認した問１では、「知っていた」と認識

していた人が、約 9割となっています（よく知っていた 38.1％、詳しくは

ないが、名前は知っていた 51.4％）。 

これを防災の仕事を経験したことがあるかどうかで層別化すると、経験

がある方のほうが緊急地震速報の認知度が高くなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○認知度と行動 

① 防災の仕事を経験したことがある方のほうが、緊急地震速報を見たり聞

いたりした際に、より早い時点で「緊急地震速報」であることを認識し

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.6%

49.3%

27.0%

25.1%

23.7%

17.1%

10.6%

7.1%

0.9%

0.2%

0.2%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

音や映像ですぐにわかった

緊急地震速報という言葉を見たり聞いたりしてわかった

揺れを感じてわかった

地震の後でわかった

その他

わからなかった

19.8%

52.5%

63.3%

41.9%

15.0%

4.9%

1.8%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく知っていて、ある程度の説明もできた

詳しくないが、名前は知っていた

なんとなく聞いたことがあったが、詳しくはわからなかった

聞いたこともなかった

防災の仕事経験あり 

   （N=687） 

防災の仕事経験なし 

   （N=545） 

防災の仕事経験あり 

   （N=687） 

防災の仕事経験なし 

   （N=545） 
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② 緊急地震速報を見聞きした時に感じたことを防災の仕事を経験したこ

とがあるかどうかで層別化し比較すると、防災の仕事を経験したことが

ある方のほうは「地震が来ると思った」「落ち着こうと思った」「何かを

しなければならない」という回答が多くなっていました（図の赤丸）。

一方、防災の仕事を経験したことがない方のほうは「何かわからなかっ

た（なんだろうと思った）」「何をしてよいかわからなかった」という回

答が多くなっていました（図の青丸）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6.4%

14.1%

13.9%

2.8%

3.9%

2.4%

3.1%

23.3%

20.7%

2.0%

19.6%

1.8%

1.7%

29.9%

8.6%

6.0%

20.7%

1.7%

6.6%

3.3%

2.8%

20.4%

24.5%

1.3%

13.4%

1.0%

2.6%

44.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

何をしてよいかわからなかった

何かしなければならないと思った

不快に思った

建物が崩れるかと思った

怪我の心配をした

命の危険を感じた

恐怖を感じた

落ち着こうと思った

頭の中が真っ白になった

何かわからなかった（なんだろうと思った）

機械が壊れたと思った

何かの間違いと思った

地震が来ると思った

防災の仕事経験あり 防災の仕事経験なし


